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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月18日(2014.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚に塗布するための身体補正用配合物であって、
　ａ）反応性補強成分；および
　ｂ）架橋成分；
を含み、
　架橋成分は、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を促進し、その結果、身体補正皮
膜が皮膚に形成され、皮膜は、自然な皮膚の外観となる、前記配合物。
【請求項２】
　身体補正用配合物が、しわ補正用配合物、皮膚整形用配合物または硬さ付与用配合物で
ある、請求項１に記載の配合物。
【請求項３】
　整形される皮膚が目周辺の皮膚である、請求項２に記載の配合物。
【請求項４】
　反応性補強成分（ａ）が、（i）少なくとも１種のオルガノポリシロキサンおよび少な
くとも１種のヒドリド官能化ポリシロキサンを含む反応性要素ならびに（ii）補強要素を
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含み、ここで該オルガノポリシロキサンは、高粘度のオルガノポリシロキサンまたは低粘
度のオルガノポリシロキサンあるいはその組み合わせであり、該補強要素が２５℃にて約
５００００～約７０００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する、請求項１～３のいずれか
1項に記載の配合物。
【請求項５】
　反応性補強成分および架橋成分が使用前に互いに反応することを防止されている、請求
項４に記載の配合物。
【請求項６】
　高粘度のオルガノポリシロキサンが２５℃にて約１０００００～約５０００００ｃＳｔ
またはｃＰの粘度を有する、請求項４に記載の配合物。
【請求項７】
　高粘度のオルガノポリシロキサンがビニル末端化されており、好ましくはビニル末端ポ
リジメチルシロキサンである、請求項４に記載の配合物。
【請求項８】
　高粘度のオルガノポリシロキサンが約０．０５～約０．１重量％のビニル、または約０
．００１～約０．０５当量／ｋｇのビニル、あるいは両方の組み合わせを有する、請求項
４に記載の配合物。
【請求項９】
　低粘度のオルガノポリシロキサンが２５℃にて約１０００～約５００００ｃＳｔまたは
ｃＰの粘度を有する、請求項４に記載の配合物。
【請求項１０】
　低粘度のオルガノポリシロキサンが約０．０１～約０．５重量％のビニル、または約０
．００１～約０．１当量／ｋｇのビニル、あるいは両方の組み合わせを有する、請求項４
に記載の配合物。
【請求項１１】
　低粘度のオルガノポリシロキサンがビニル末端化されており、好ましくはビニル末端ポ
リジメチルシロキサンである、請求項４に記載の配合物。
【請求項１２】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが２５℃にて約２～約１００００ｃＳｔまたはｃＰの粘
度を有する、請求項４に記載の配合物。
【請求項１３】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが、約５～約７５％の％ＳｉＨ量、または約０．５～約
１０ｍｍｏｌ／ｇのＳｉＨ量、あるいは両方の組み合わせを有する、請求項４に記載の配
合物。
【請求項１４】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンがアルキル末端化されており、好ましくはトリメチルシ
ロキシ末端メチルヒドロシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマーである、請求項４に
記載の配合物。
【請求項１５】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが少なくとも２個のＳｉ－Ｈ単位を有する、請求項４に
記載の配合物。
【請求項１６】
　オルガノポリシロキサンが、式ＩＩａのポリマー：
【化１】

（式中、Ｒ１ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’およ
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びＲ１０ａ’は、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５

－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルであり、
ｐおよびｑは、それぞれ独立して、１０～６０００の整数である）
であり、且つ、ヒドリド官能化ポリシロキサンが、式ＩＩＩのポリマー：
【化２】

（式中、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂおよびＲ８ｂは、Ｃ１－２０アルキル
、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキ
シであり、
Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂは、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキ
ル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコ
キシから選択され、ここでＲ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも２つは水
素であり、
ｍおよびｎは、それぞれ独立して、１０～６０００の整数である）
である、請求項４～１５のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項１７】
　Ｒ１ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’およびＲ１

０ａ’が、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキルであり、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ
６ｂ、Ｒ７ｂおよびＲ８ｂがＣ１－２０アルキルであり、且つＲ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂお
よびＲ１０ｂは、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキルまたはＣ５－１０アリー
ルから選択され、ここでＲ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも２つが水素
である、請求項１６に記載の配合物。
【請求項１８】
　反応性補強成分が約１：１０～約１：１００のビニルオルガノポリシロキサン：官能化
ヒドリドのモル比を有する、請求項４～１５のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項１９】
　補強要素が場合により表面処理されたマイカ、酸化亜鉛、二酸化チタン、酸化アルミニ
ウム、粘土またはシリカからなる群から選択される、請求項４に記載の配合物。
【請求項２０】
　補強要素がシリカ、または好ましくはヒュームドシリカである、請求項１９に記載の配
合物。
【請求項２１】
　架橋成分が金属触媒、好ましくは白金カルボニルシクロビニルメチルシロキサン錯体、
白金ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体、白金シクロビニルメチルシロキサン錯体、
白金オクタンアルデヒド／オクタノール錯体およびその組み合わせからなる群から選択さ
れる白金触媒を含む、請求項１～１８のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項２２】
　触媒が架橋成分の約０．００５～約０．０４％を構成する、請求項２１に記載の配合物
。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載の配合物であって、該配合物が、
　(i) 少なくとも1種の高粘度のビニル末端ポリジメチルシロキサンおよび少なくとも1種
の低粘度のビニル末端ポリジメチルシロキサンならびに少なくとも1種のトリメチルシロ
キシ末端メチルヒドロシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマーを含む、約２０％～約
６０％の反応性要素；および
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　(iｉ) 約８％～約１３％のシリカ
を含み、ここで架橋成分が白金触媒を含む、前記配合物。
【請求項２４】
　約１０００００ｃＳｔのビニル末端ポリジメチルシロキサン；
約１６５０００ｃＰのビニル末端ポリジメチルシロキサン；
アルキル末端化シリコンヒドリドポリシロキサン；および
白金ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体
を含む、皮膚に塗布するための配合物。
【請求項２５】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載の配合物を皮膚に塗布するステップを含むプロセ
スにより調製され、その結果、身体補正皮膜または身体整形皮膜が皮膚に形成される、前
記身体補正皮膜または身体整形皮膜。
【請求項２６】
　皮膜が、約２０Ｎ／ｍ以上の皮革粘着力、約０．０１～約１ＭＰａのヤング率、少なく
とも約１５０％の破断歪み、約５％未満のヒステレシス；約２０Ｎ／ｍｍ～約８０Ｎ／ｍ
ｍの粘着性、約１００ミクロン未満の厚さ、約１～約１５％未満の収縮またはその組み合
わせを有する、請求項２５に記載の皮膜。
【請求項２７】
　皮膜湿潤成分、浸透成分、皮膜膨張成分および皮膜剥離成分を含む、身体補正皮膜を除
去する場合に使用される皮膜除去クレンザーであって、ここで皮膜湿潤成分がカプリリル
メチコン、エチルトリシロキサンまたはその組み合わせを含み、浸透成分がシロキサン乳
化剤、カプリリルメチコン、エチルトリシロキサンまたはその組み合わせを含み、皮膜膨
張成分がカプリリルメチコン、エチルトリシロキサン、イソドデカンまたはその組み合わ
せを含み、皮膜剥離成分が１つ以上のグリコール、水またはその組み合わせを含む、前記
クレンザー。
【請求項２８】
　クレンザーがシロキサン相、乳化剤システムおよび水性相を含む請求項２７に記載のク
レンザーであって、シロキサン相がカプリリルメチコン、イソドデカンおよびエチルトリ
シロキサンを含み、乳化剤相がシロキサン乳化剤を含み、水性相が水、プロピレングリコ
ール、ブチレンジグリコール、グリセロールまたはその組み合わせを含む、前記クレンザ
ー。
【請求項２９】
　単独でパッケージングされる反応性補強成分であって、ビニル末端ジフェニルシロキサ
ン－ジメチルシロキサンコポリマー、ビニル末端ポリフェニルメチルシロキサン、および
ビニルフェニルメチル末端ビニルフェニルシロキサン－フェニルメチルシロキサンコポリ
マーまたはその組み合わせから選択される少なくとも1種のオルガノポリシロキサンを含
む、前記反応性補強成分。
【請求項３０】
　少なくとも1種の顔料ならびに、ビニル末端ジフェニルシロキサン－ジメチルシロキサ
ンコポリマー、ビニル末端ポリフェニルメチルシロキサン、およびビニルフェニルメチル
末端ビニルフェニルシロキサン－フェニルメチルシロキサンコポリマーまたはその組み合
わせから選択される少なくとも1種のオルガノポリシロキサンを含む、顔料拡散配合物。
【請求項３１】
　オルガノポリシロキサンが、約５００～約５００００ｃＳｔの粘度を有する低粘度のオ
ルガノポリシロキサンである、請求項２９に記載の反応性補強成分または請求項３０に記
載の顔料拡散配合物。
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